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飯豊山地爾鱗部におけ愚新第環系の放射能強度について

　　　　　　　（その薫　新潟県津州町付近）
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　昭和欝年度以降，飯豊山地南西部の新第三糸を対象

、拭、て，放射能強度調査が実施されてきた．
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津川屠基底部をはじめその上位の諸岩層中には顕著な放

射能異常はみいだされなかつた．
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麟燃料部

た。本層については，今後核原料資源の立場から，さら

に詳しい調査が期待される、
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　新潟県東蒲原郡三川村その他（第工図参照）1融潟花

嵐居類を覆う新第三系の基底部硫ウランの濃集がみとめ

られており，奮穿ラン層の屠準は一部（北蒲原郡中条町〉

を除き，津川層相当層の基底部であることが，ほぼ，明

らかにされている願〉Q

　び）調査は，おもに津州層基底部付近の放射能異常を

注薫）　津駕層下部の「観音沢砂礫燈．Bこ対比零れるむ
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探知することを主羅標とし，さらに，昭和蕊年度紅灘1

想義夫ら1こよ♂一、獲施された当地域の自鋤東放射能探査

の結果暮〉鞍声エツクする二と紅留，蒜した。

灘銀嘱惚灘ガイガー・謬ウソ撹一および警C菊一A型

シンチい一シ思㍑ノ・カウンターが野外調養二用レ㌧勲、

た。

今蹴の調査範闘ならび1こ既知の放射能強度異常地との

調査、こ際して，響騰汰学所蔵の資料の提供をうけ，鞭

種鑓）御教潔をいただいた，西繊・一・今井阻哉・津田禾

大IL唯，花醐岩類試料の検鏡懇、．が・た島溝光夫画氏紅

黛．地質概説

地域内の新第三裁、【麟厚，累計約2，僚漣瓢達し，主と

丸．《古雛響をその基勇疑齢≦）。

本系紅つしご1ま，藤覇和辮研究軌

的調査器㌧季ら参，鳶｝・ズび，現段階　　致，

について　

石袖資源開発株式会社の行なつた微古生物謁薪鶏，　地

域内の金犠および非　『

資料が集積されつつある。

近におかれ，全般的な調査をタ施し」ていないので，地質

図は既存の資料慰1一都薪）補．避を行なつてと球とめた。

地層区分1こついては藤田（前掲）のものを，ほぼ，踏襲

覧∫いる．補足の主要な点は，い、裁1三で資料の乏しカ　）

ノ地域酉部（箕輪霞，二禽山付近）　）観察資料の追加・

および微古生物調査を寮考とし、た地質図ジ）筒部的改講で

凌　　（第慧図，第三表参照）、

地質についての全般的記述は既往の諸文献にゅデ鰍

以下，鰭象津損層財距達状況その他に問題をしぼ哨て，地

域内の地質、㌘いで薩鋼挺替える（八木山付近¢）地質

図は省略）．
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的瓢妥当なものとみなしうると考え“翁鴫。
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ω　揚川・谷沢（白崎爾方）付近では・観音沢砂礫岩
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み，劉　ま・火慮礫凝冷璽づ醗　嵌驚1・混成凝荻岩・
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